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教科 理科 科目 化学基礎 単位数 2単位 年次 1年次 

使用教科書 高等学校「改訂化学基礎」 （第一学習社） 

副教材等 セミナー化学基礎（第一学習社）、スクエア最新図説化学(第一学習社) 

四訂版 リードLightノート化学基礎（数研出版編集部） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

私たちは多種多様の物質に囲まれ、物質の中で生きています。化学は物質を対象とし、物質の

性質、反応性、構造を調べることにより、物質に関する原理、法則を見いだしていく学問です。

そのために、物質の構成を原子のレベルから理解していきます。さらに、原子がどんな形で結び

つくと、どのような性質のものができるのか、さらに物質の様々な変化について学びます。その

なかで、化学の学習を日常生活と結びつけ理解していく態度、また健康で安全な生活を送るため

に欠かせないものであることを理解してほしいと思います。 

 

２ 学習の到達目標 

・化学の学習内容が、日常生活や社会と関わることを知り、身近な物質とその変化への関心を高

める。 

・主体的に観察、実験などに取り組むことによって、化学的に探究する能力と態度を身に付ける

。 

・化学の基本的な概念や原理・法則を具体的な物質の性質や反応と結び付けて理解し、活用する

能力を身に付ける。 

・物質に関する原理・法則の基礎を理解し、物質とその変化を微視的にとらえる見方や考え方を

養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観点

の趣

旨 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活や社会との関

連を図りながら物質と

その変化に関心をもち

、意欲的にそれらを探

究しようとするととも

に、化学の基本的な概

念や原理・法則を理解

し、科学的な見方や考

え方を身に付けている

。 

 

物質とその変化の中に

問題を見いだし、探究

する過程を通して、事

物を科学的に考察し、

導き出した考えを的確

に表現している。 

 

 

 

 

観察、実験を行い、

基本操作を習得する

とともに、それらの

過程や結果を的確に

記録、整理し、自然

の事物・現象を科学

的に探究する技能を

身に付けている。 

 

 

物質とその変化につ

いて、基本的な概念

や原理・原則を理解

し、知識を身に付け

ている。 

 

 

 

 

 

評価

方法 

 

 

 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

の記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

 



      

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。  

４ 学習の活動 

学 

期 

 

単 

元 

名 

 

学習内容 

 

主な評価の観点        

      単元（題材）の評価規準 

 

 

 評価方法 

 

a 

 

b 

 

c 

 

d 

 

前期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物質

の構

成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物質

の成

分と

構成

元素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①物質の成

 分 

 

 

②物質の構

 成元素 

 

 

③状態変化

 と熱運動 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a.物質の構造や性質に関する事象に関心をも

ち、意欲的に物質を探究しようとする。 

b.混合物の分離や成分元素の確認などの実験

の原理を考察できる。 

d.混合物の分離や成分元素の確認などの実験

を理解し、物質を探究する具体的方法を身

に付けている。 

c.基本的な実験器具の名称と使用法を習得す

る。 

c.観察・実験の過程から、自らの考えを導き

だした報告書を作成したりする。 

a.物質の構造や性質に関する基本的な概念や

原理・法則を理解し知識を身に付けている

。 

b.化学物質を適切に管理するための方法を身

に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子

の構

造と

元素

の周

期表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①原子の構

 造 

 

②元素の相

 互関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.物質に関心をもち、物質の取り扱い方や人 

  間生活における化学の役割を理解しようと 

 する。 

b.物質の構造や性質に関する事象に関心をも

ち、意欲的に物質を探究しようとする。 

d.電子の配置のされ方に応じて、原子の性質

が異なることを推論する。 

c.観察・実験の過程から、自らの考えを導き

だした報告書を作成したりする。 

a.物質の構造や性質に関する基本的な概念や

原理・法則を理解し知識を身に付けている

。 

b.物質の構成粒子に関して理解し、知識を身

に付けている。 

d.化学物質を適切に管理するための方法を身

に付けている。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

学 

期 

 

単 

元 

名 

 

学習内容 

 

主な評価の観点  

       単元（題材）の評価規準 

 

 

評価方法 

 

a 

 

b 

 

c 

 

d 

 

前期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物質

の構

成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物質

と化

学結

合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①イオン 

②イオン結 

合とイオン結

晶 

 

③分子と共

 有結合 

④共有結合

 の結晶 

⑤分子から

 なる物質 

の利用 

⑥金属と金

 属結合 

⑦結晶の比

 較 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

a.物質の構造や性質に関する事象に関心をも 

 ち、意欲的に物質を探究しようとする。 

 物質が原子・分子・イオンなどの構成粒子 

 から成り立っていることを理解しようとす 

 る。 

b.原子は原子核と電子からなり、電子の状態 

が物質の状態に大きく寄与することを推論 

  する。 

c.図や表のデータから物質の性質を分析でき 

  る能力を身に付けている。 

c.観察・実験の過程から、自らの考えを導き 

  だした報告書を作成したりする。 

d.物質の構造や性質に関する基本的な概念や 

原理・法則を理解し、知識を身に付けてい 

  る。 

a.化学物質を適切に管理するための方法を身 

  に付けている。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

学 

期 

 

単 

元 

名 

 

学習内容 

 

主な評価の観点        

単元（題材）の評価規準 

 

 

評価方法 

 

a 

 

b 

 

c 

 

d 

 

前期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物質

の変

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物質

量と

化学

反応

式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①原子量・

分子量と式

量 

 

②物質量 

 

③溶解と濃

 度 

 

 

 

④化学変化

と化学反応

式 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.化学変化の量的関係を物質量と関連付けて

考察しようとする。 

b.化学変化では、一定の量的関係が成り立つこ

とを考察する。 

a.原子量・分子量・式量・物質量を理解し物質量

を用いた簡単な計算ができる。 

c.基本的な実験器具の名称と使用法を習得す

る。 

c.質量や体積などの測定技能が習得できてい

るとともに、測定結果から量的関係を的確

に表現する。 

a.図や表のデータから物質の性質を分析でき 

る能力を身に付けている。 

c.観察・実験の過程から、自らの考えを導き

だした報告書を作成したりする。 

d.物質の構造や性質に関する基本的な概念や 

  原理・法則を理解し、知識を身に付けてい 

る。 

d.物質の構成粒子に関して理解し、知識を身 

 に付けている。 

d.化学物質を適切に管理するための方法を身 

に付けている。 

d.化学式を使用できるとともに、原子量・分 

子量・式量・物質量の知識を身に付けている。 

d.状態変化と化学変化の違いを理解し、化学の 

  本法則の知識を身に付けている。 

 

 

 

 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤化学反応

の量的関係 

 

⑥化学変化

における諸

法則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

学 

期 

 

単 

元 

名 

 

学習内容 

 

主な評価の観点  

単元（題材）の評価規準 

 

 

評価方法 

 

a 

 

b 

 

c 

 

d 

 

後期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物質

の変

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸と

塩基

の反

応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①酸と塩基 

 

②水素イオ

ン濃度 

 

③中和と塩 

 

④中和滴定 
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○ 
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○ 
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○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.化学変化の量的関係を物質量と関連付けて考

察しようとする。 

b.酸、塩基や中和反応に関心をもち、それらを

日常生活に関連付けて、意欲的に探究しよう

とする。 

b.化学変化では、一定の量的関係が成り立つこと

を考察する。 

d.酸・塩基の観察、実験から共通性を見出し、酸の

定義を理解し日常生活と関連付けて考察する。 

c.ビュレット、ホールピペットなどの取り扱い

ができると同時に、中和滴定の技能を習得

している。 

c.酸・塩基の指示薬を利用して、身近な物質の

ｐＨを測定することができる。 

d.日常生活と関連付けて酸・塩基の反応を捉える

ことができ、さらに中和滴定の量的関係を理解し

ている。 

d.ｐＨの指標としての便利さおよび実用性を理解し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

学 

期 

 

単 

元 

名 

 

学習内容 

 

主な評価の観点   

単元（題材）の評価規準 

 

 

評価方法 

 

a 

 

b 

 

c 

 

d 

 

後期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物質

の変

化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酸化

還元

反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①酸化と還

元 

 

②酸化剤と

還元剤の反

応 

 

③酸化還元

の量的関係 

 

④金属のイ

オン化傾向 

 

⑤電池 

 

⑥金属の製

錬 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 
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○ 
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○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.化学変化の量的関係を物質量と関連付けて

考察しようとする。 

b.燃焼、金属の溶解や腐食などの反応に興味

をもち、それらを電子の授受という観点か

ら意欲的に探究しようとする。 

b.化学変化では、一定の量的関係が成り立つこ

とを考察する。 

c.観察、実験を通して、酸化・還元の定義と、酸

化数の定義の有効性を理解し、それらをもとに

事物・現象の中に共通性を見出し、酸化還元

反応として論理的に考察する。 

c.ビュレット、ホールピペットなどの取り扱

いができると同時に、酸化還元滴定の技能

を習得している。 

b.代表的な酸化剤・還元剤の観察から電子の授

受としての規則性を見出し、自らの考えで表現

できる。 

d.物質量の概念で化学変化の量的関係を把握

する方法を理解し、知識を身に付けている。 

a.酸化・還元の定義を理解し、知識を身に付けて

いる。 

b.金属のイオン化傾向と関連づけて、金属の反

応性を考察する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワーク

シート 

観察・実験 

定期考査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c: 観察・実験の技能   d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画  作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点について○を付けている。 



 

 


